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道
社
会
貢
献
賞

　
長
年
の
調
理
師
と
し
て
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
、
令
和
７
年
度
北
海
道
社
会
貢
献
賞

の
栄
誉
に
輝
い
た
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。
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小

泉

哲

也

本
日
、
札
幌
ベ
ル
エ

ポ
ッ
ク
専
門
学
校
の
ご

協
力
の
も
と
一
般
社
団

法
人
北
海
道
全
調
理
師

会
主
催
の
第
60
回
調
理

技
能
コ
ン
ク
ー
ル
を
滞

り
な
く
開
催
い
た
し
ま

し
た
事
を
、
こ
こ
に
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は

選
手
そ
れ
ぞ
れ
が
地

域
・
職
域
に
お
い
て
日

常
の
業
務
を
通
じ
修
得

し
た
知
識
と
技
術
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
し

て
、
更
に
は
参
観
す
る

会
員
に
技
術
を
普
及

し
、
調
理
師
の
資
質
の

向
上
に
役
立
て
る
と
と

も
に
、
道
民
の
食
生
活

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
コ
ン

ク
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
は
日
本
料

理
、
西
洋
料
理
、
中
国

料
理
３
部
門
27
名
の
選

手
に
よ
る
競
技
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

選
手
の
皆
様
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
た
誠
に
素
晴

ら
し
い
作
品
の
数
々
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変

に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

我
々
が
日
頃
よ
り
従

事
す
る
と
こ
ろ
の
調

理
、
な
か
ん
ず
く
料
理

は
自
然
の
恵
み
に
手
を

加
え
食
す
る
人
の
心
を

動
か
す
技
術
で
す
。

長
い
歴
史
の
中
で
多

く
の
料
理
人
が
培
っ
た

知
識
と
技
術
に
地
域
で

育
っ
た
素
晴
ら
し
い
食

材
を
無
理
な
く
無
駄
な

く
美
味
し
く
作
る
、
い

つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な

い
料
理
の
原
点
で
あ
り

ま
す
。

お
客
様
に
感
動
を
し

て
い
た
だ
け
る
料
理
作

り
方
を
日
々
、
目
指
し

て
い
た
だ
き
た
く
願
っ

て
お
り
ま
す
。

結
び
に
会
場
を
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
調

理
師
専
門
学
校
様
、
審

査
員
の
皆
様
、
関
係
各

位
の
方
々
に
お
礼
を
申

し
上
げ
て
、
わ
た
く
し

の
挨
拶
、
審
査
講
評
と

い
た
し
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

❖
小
泉
大
会
長
ご
挨
拶

大会長
小泉 哲也

皆
様
、
本
日
は
「
令

和
７
年
度
調
理
師
全
道

研
修
大
会
」
の
懇
親
会

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
の
懇
親

会
は
、
昨
年
に
続
き
ま

し
て
、
北
海
道
で
漁
獲

量
が
急
増
し
て
い
る
「
北

海
道
産
ふ
ぐ
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

近
年
、
日
本
近
海
の

海
水
温
上
昇
に
よ
り
、

従
来
、
西
日
本
が
主
な

産
地
で
あ
っ
た
ふ
ぐ
が
、

北
海
道
で
漁
獲
量
が
急

増
し
全
国
１
位
の
実
績

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
方
、
北
海
道

に
お
い
て
ふ
ぐ
を
食
す

文
化
は
ま
だ
ま
だ
根
付

い
て
お
り
ま
せ
ん
。
本

日
の
こ
の
会
に
お
き
ま

し
て
、
北
海
道
産
ふ
ぐ

の
美
味
し
さ
と
魅
力
を

多
く
の
方
々
に
伝
え
た

い
と
、考
え
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
札
幌
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
が
誇
る
和

食
、
洋
食
、
中
華
の
３

人
の
名
匠
に
よ
る
特
別

な
料
理
を
ご
提
供
い
た

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ジ
ャ
ン
ル
で
独
自
の
技

術
と
発
想
を
駆
使
し
、

ふ
ぐ
の
多
彩
な
魅
力
を

存
分
に
引
き
出
し
た
一

品
一
品
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
本
会
場
で
先

ほ
ど
開
催
し
た
北
海
道

式
典
に
お
き
ま
し
て
、

北
海
道
知
事
か
ら
、
８

名
の
本
会
会
員
が
、
令

和
７
年
度
北
海
道
社
会

貢
献
賞
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。
８
名
の
方

は
、
長
年
の
調
理
師
と

し
て
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
、
北
海
道
社
会

貢
献
賞
の
栄
誉
に
輝
い

た
も
の
で
す
。

受
賞
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

更
に
は
、
10
月
19
日

の
日
曜
日
に
、
札
幌
ベ

ル
エ
ポ
ッ
ク
製
菓
調
理

専
門
学
校
に
お
い
て
、

「
第
60
回
調
理
技
能
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
り
、

随
時
、
本
会
場
に
て
流

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
の
調
理
師

全
道
研
修
大
会
に
ご
支

援
を
く
だ
さ
い
ま
し
た

北
海
道
を
は
じ
め
、
関

係
各
位
の
皆
様
に
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
、
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

（
10
月
23
日
懇
親
会
）

調理技能コンクール開催
全道から３部門27名の選手が調理技術を競いました

北海道全調理師会主催

10月19日に北全調主催「第60回調理技能コ
ンクール」が札幌ベルエポック製菓調理専門
学校にて開催されました。今回は、日本調理・
西洋調理・中国調理の３部門計27名による競
技が行われ、日頃磨いた調理技術を真剣に競
い合いました。
　作品展示、表彰式を含め、コンクールの全
てを札幌ベルエポック製菓調理専門学校で完

結し、選手の負担軽減等を計りました。
　来年度以降についても持続可能な方法を検討
して参ります。
　また、10月23日には、札幌グランドホテルに
おきまして、北海道社会貢献賞表彰式を中心と
した北海道式典を開催しました。
　今年は本会各支部から推薦された８名の方が
受賞いたしました。

第 回60

令和７年
10月19日（日）

作品展示（札幌ベルエポック） 金賞を受賞された３部門の皆様と小泉理事長 コンクール表彰式の様子（札幌ベルエポック）

社会貢献賞受賞者を称える懇親会（10月23日）

北海道式典の様子

大会宣言
安藤副大会長

大会スローガン
鈴木副大会長

北海道保健福祉部健康安全局
がん対策等担当課長
瀬下　充孝 様

受賞者代表謝辞
安藤　彰啓 氏

❖
コ
ン
ク
ー
ル
を
終
え
て

コンクール審査委員長
大江 廣嗣

･
12
月
27
日（
土
）〜
１
月
４
日（
日
）

本
部
事
務
局
は
年
末
年
始
の
た
め
休
み
と
な
り
ま
す
。

･
令
和
８
年
度
定
期
総
会令

和
８
年
５
月
13
日（
水
）

事務局から
お知らせ

田場川月枝
（北見支部）

大沼　洋之
（札幌中央支部）

林　　　明
（紋別支部）

調
理
師
功
労
者

❖

成澤　廣志
（中標津支部）

安藤　彰啓
（小樽支部）

三船　昭浩
（釧路支部）

菊池　秀昭
（札幌中央支部）

佐藤　俊之
（札幌中央支部）

優
良
調
理
師

❖

北海道保健福祉部健康安全局瀬下課長より
北海道社会貢献賞の表彰


